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41. 2,L1-Dichlorophcnol及び 2,4･tlichJoro爪nisolt!と chlomlの縮合生成物の化学構造∫
につし､て斗脱化フェノール獄とクロラールの縮合物に悶す右研兜郡1細 沢田口之(iTi都大学化学研死所

武居研死虫)32.2.20.受理

2,41Dichlorophenolと chloralを縮合させたのちメ≠ル化してえた 1,1･bis･(x′･methoxy-y′,Z'･

d王chlorophcnyl)･2,21,21trichloroethane と 2,4･dichloroan王soleと chloralを縮合させてえた

1,1-bis･(x′一methoxy-y',名′･d王chlorophenyl)･2,2,2-trichloroethaneは夫 分々帆 脱出苅すると打打

∫,'Zl.からは b王S-(2･hydroxyphenyl)･methane後者からは bis･(3･hydroxyphenyl)･methaTleをえた.

したがってfTu者は 1,1lb王S･(2′-methoxyl3′,5′･dichTorophenyl)-2,2,2･lrichloroethane後者は

1,1lbis･(3′-methoxy-4',6′･dichlorophenyl)･2,2,2･trichlorocthaneであると紙諭した.よって両

者は RiemSChneiderが指摘したような同幅抑田にもとづく立件只性休ではなく,叫に位田只性休

であることが結論された.-

さきに Riemschneiderは 2,4･dichlorophenoIIと

chloTal を氾硫酸で脱水椙合させると 1.1-b王S-(2′･

hydroxyI3',5'-dichlorophenyl)･2,2,2-trichloro-

etlmne(rhp1870)がえられ これを diazo血ethane

lorophenyl)-2,2,2･tr王cllloroethane(mp1540)とな

り.一万 2,4-d王chloroanisaleと chlora1､をtT3硫取

で脱水縮合させると 1,1･b王S-(2′･methoxy･3′,5'-di-

chlorophenyl)-2,2,2･trichloroethane(mp1600)が

えられることを和JB･した.更に Sttlart迅分子模型を

用いて両者が同一Jn換虻田の化合物であるが,回帆碍

ffu!のためにITr休邦性体をなしているとL(て何れか一万

は泣面只性休をもつはずであるとした.班に孤は両者

を脱胎敢して2つの 1,1･b王9-(2'･methoxyl3',5′･d王chl

lorophenyl)･2,21dichloroethylene (mp1660及び

1570)をえ, これらも亦同様に1･jl.脚 把 にもとづく立

体用性体であるとした.

しかしながらRiemSChne王derのこの結論において

はphenyl兆の'uTZ換位矧こついては従来の経験にもと

づく推glrJlこすぎず,分解,碇詔等のり三験的な根拠が縛

弱であると共に,同位相告にもと?'く立体用性休とい

う点に関しても宍既的な蕗付けを欠いている.-21:者は

このLij合にも米して回転陀Tfu!にもとづく立作用性舶 5

存在するか申かに興味をもち,rl｡様な化合物をnl戊し

たうえ,これらを分解,脱舶諺指 の反bL:に付して皿扱

位相の椛.73iuこ凹する研兜を行った.

まず 2,4･dichlorophcnolを山発化合物とした場分

は凹の左川の皿りである. すなわち ChToralと肌硫
暇で脱水縮分させると1,1-bis･(Ⅹ′･hydroxy･y',Z'･｡i-

chTorophenyl)･2,2,21trichloroethane (mp 185 - '

860)(Ⅰ)をえ, これを d王azomethaneでメチル化す

ると1,1-bis･(Ⅹ′･hethoxy･y′,Z′･dichlorophcnyl)-2,

2,2･trichToroelh?ne(mp154-550)(ⅠⅠ)がえられる･

このものは酒那加里と黙挑すると 1,11bis･(x′･me-1

thoxy･y′,2:′-dichlorophcnyl)･2,2･dichloroethylene

(mp165-660)(ⅠⅠⅠ)となる.一方ⅠⅠを dicthyIene'

glycot中で氾苛性加虫水浴紋と兆に160-700で 5時

間加熱すると mp167:5-68.50の敢性物TIがえられ

る. この反応はDDTをHl発物質として 130-400に

加熱した瑚合e)に b王S･(4･chlorophenyl)･aceticacid

をうる反応であり,史にqulIQ:をあげると脱炭酸が行わ

れてbis･(4･chlorobhenyl)･methaneがえられる反応

である.またarl王soleは班fl-f加盟と非に封田中で1800

附近に加熱すると phenol.となることが知られてい

る･3)本反応では中性物矧ま的どえられず,mp167.早

～68.50の酸性物質のみがえられたが,上述の加水分

節,脱炭酸,脱メチルの詔反応;がrLTd時に行われてbis･

(Ⅹ-hydroxy･y,2'-dichlor6phcnyl)･methanc (IV)が

えられたと考えると元苅分析肌がよく一致する.一万

2,4-dichlorophenolとparaformaldchydeとを硫澱

懲Ftlで縦合させてえられる b王S･(2･hydroxy･3,5･dト

cIlloropllenyl)･methaneはmp167-680であって,

ききにえられた化合物と氾馳して融点降下を示さず同

一化合物であることを碓認した.●この 2,4･d王cllloro-

phcnolとparaformaldehyde の縮合物の田換位置

は既に確定的なものとされている4)が,更にこの古のを

紋安中に金屑ナト1)ウムを浴したもの 中ゝに加えて脱

ハロゲン5),を行うと bis-(21hydroxyphenyl)一me-T.

半京都大学化学研死所.郡58回共析発表調班会.昭和
'31年12月1日で充式.
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thane(mpll-7-180)がえられることから,

his-(2･hydroxy･3,51dichlorophenyl)-

methaneがえられたことが再磁認 され

た.従ってⅠ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠの各化合物は図に示

すような化学梢迫で,Riemsclmeiderが

示した出換位田と全く同一である.

つぎに2,4-dich10roanisoleを出発化

合物とした切合は図の右側の通りである･

すなわち2,4-dich16roanisoleとchloral

を硫酸で稲合させると 1,1･bis･(Ⅹ′-me-

thoxy･y′,Z′-diclllorophenyl)-2,2;2-

trichlorocthane(mp161-620)(V)がえ

られる. このものは Riemsclmeiderが

拍摘するようにⅠⅠと氾馳すると融点降下

を示し明らかに別の化合物である.この

ものを捌 .13加盟で脱髄敢すると 1,llbi;

(x'･mcthoxy･y′,Z'-dich70ropllenyI)･2,
2･dichloroethylene(mp154-550)(ⅤⅠ)

となるが,これは ⅠⅠⅠとは輿った化合物

である.つぎにⅤをdiethyleneg]ycol中

で氾相性加里水浴披と共に 160-700でI
I5時ILnJbl憾 させた処,さきの場合と同様

に元諺;分析帖からbis･(Ⅹ･hydroxy･y,Z-

dicllloropIlenyl)-methane と考えられ

る較吐物Tfがえられた.このものは mp

152.5-53.50の結晶でさきのⅠⅤ とは別

の化合物である.またbis･(2･hydroxy-

3,51dichlorophenyl)-methaneにおい

ては Stuart坦分子模型をもってして も-
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rd位相凹にもとづく立体只性体の存在は

考えられない. したがって 2,4-dich-

1oroan王soleを出発物質とした際の bis-

(x･hydroxy-y,Z-dichlorophenyl)･methaneは ⅠⅤ

以クーの化合物でなければならない.2,41Dichloroani･

soleを川発化合物とした場合に methoxy基に対して

ortho位又はmeta位にしか縮合反応は起りえないか

ら,こ にゝえられ.る bis-(去-hydroxy-y,Z-dichloro-
phenyl)･methaneの2つの水酸誌はmata-meta′佼

又はortho･meta′位以タIには考えられない.史にこの

点を確かめるためにVII,をさきの場合と同様に淡安中

で金田ナト.)ウムを用いて脱鮎素反応を行うとmp96

-970.の化合物がえられた･このものは元詳言分析の結

果bis･(Ⅹ-hydroxyphenyl)-methaneであるが,/P論＼

さきの切合のbis-(2-hydroxyphenyl)一methaneとは

興っている:Biョ-(3-hydroxypheny】)･methaneは文

献7)に･よれば mplO30とあるのでこのもの 合ゝ成を

試みた.すなわち nitrot)enzeneと formalinを硫酸

の存在で縮合させて8)bis･(3･nitrophenyl)･methane

等32

l H l
ocH3cc12 ocH3

/ i ＼

cl1-､∴･-CHベ ニン cl

ムH l i(Hvu)
･､二 ･一cHへ :〉

ムH † ムH

､:.rcIト ＼ニ >

晶 l ilI=

く:ラ-cH2-く:ラ

ム02 †HCHO･Lo2

くヨーNO2

(mp1740)とし,.これを塩化第1錫と屯敬で還元LT

his-(3-alninophenyl)･methane とし,ヂアゾ化後加

水分節すると bis-(3･hydroxyphenyl)-･nethan.eがえ

られたが,このものは mplO30ではなく96･T970で

さきにえられたものと混融しても融点降下を示さず同

一化合物であることを確認した,よってこの場合biS･

(3-hydroxyphenyl)-methaneがえられることがわか

った･2･4-I)ichloroanisoleを出発化合物としてpleta･

meta′位に水酸基が存在する化合物をうるためにはV

と●しては2超獄の縮合生成物が考えられるが,4佃の

出端がVの場合はpara位,orth0位に各2舶存在し,

V′の場合は ortho位に4個共存在すること なゝり,

Vの方が立体障浮少く生成しやすいと考えられるから,

縮合生成物はⅤ と考えるのが至当である.史にVI,

ⅤⅠⅠの各化合物は図に示すような化学梢迫であると鮎

-.-.･lnされて,Riemsclmeidcrの示した梢出式と只って

いる.
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03--' /Ocm

c･<rニラ-cH-ど:ラーcll

tl Jc7, .I;l JI,I_ l

OCH1Cl

･以上の研兜の縦穴から途巾のdiethyleneglycolを

用いる反応においてm拘位爪の変換でも行われない限

り, 2,4･dichlorophcnolを川発化合物とした場合は

Riemschnei(Ierの示.したのとW様な抑換位fr抽 化合物
がえられ,2,4･dichloroaniso7eをLll発化合物とした似

合は把が示した川辺式とは舛ったily順 位FLの化合物が

狩られることがわかった.したがってⅠⅠとⅤ及びⅠⅠⅠ

とⅤⅠは夫々 Riemschneiderが折柄したJ:うな同位

郎掛 こもとずく_a作邦性休ではなく,171にベンゼン核

の田換位円を穴にした位耶舛性休であると緋流された.

班に本縮合反応の紙袋から2,4-dichlorophenolの場

合は脱穀の ortho-pam 位支配よりも水即 .宅の ortho

支配が鰐先的にはたらき.2,4･dichloroanisoTe の拐

介は methoxy-2lt･のorth0位支配よりも出芽;のortho･

pLTra位文和の方が僻光的にはたらくことがわかった･

英 一 験:¢

1,1-Bis･(2′-hydroxy13′,5,-d王chTorophenyl)･2,2,

21trichloroethtlne(Ⅰ)一拍水クロラール 3gと弧硫酸

50ccとを氷れ摂押しつゝ2,4･dJ'chToropheno16gを

少_m宛ポ加する.その後5時m氷れ把押を続けたのち,

氷水中に注ぎ,えられた沈把を姐#け る.次にかhex-

ane,四馴 ヒJji弟…氾紋(1･･1)からTrJは.I.:すると mp185-

860'のJJg:色紙7-TI2･5g与えた.Riemschneiderl):mp
1870.

SふbSt.3.862mgFoundC36.47H 1.90

CI'1H702C17 Calcd.C36.88H 1.54

1,1･Bis-(2′-methoxy-3′,5′-dicIllorophenyl)-2,2,

2･trichloTOethane(ⅠⅠト 上の化合物0.8gをether20

ccに浴しdiazornethaneの3%ether搭絞20ccを加

えて水冷放『ル ,fIiに5時間後に閑沿絞5ccを加えて

一校放mしたのち.etherを追い,ethano1,.1CetOnC

況淡 く2;1)から押紙するとnlP154-550の灼色紙.T.Tl

0.6gをえた.RicrrLSChnciderT):mp1540.

ISubst.3.417mg Foun(1C40.09H 2.47

C川II1102ClT Calcd.C39.71ⅠⅠ2.20

1,1･B王S･(2'･mcthoxy･3′,5'･(1ich]oropheny])12.2･

tHchlorocthylenc(m)-Ⅰ10.5gを5,03所耶加Dl25cc

*こ にゝ示す勘J!.(は仝郊末那花伯であろ.

'と)T;･fこ1時m,黙約したのち,水をJJnえてえられる沈め
をは;出し clh'lnOlかF/JTjもlげ ろ. mJ'165-660の).ttモ

色8.'L'!1LT10.佃 を見た.mcmschnchIcrTJ:mp1660.

SubSt.3.933mgFoun(ICJI3.32H 2.62

ClCl-r1001CT什 Cttlcd.C42.95H 2.20■

ⅠⅠの分舟71による b王S.(2lhytlroxyl3,51(lichloroph-

cnyl)･mcthane(IV)-I'日.91,･とdicthy]cneE!Tyco1

20ccとを況じて加奈.qL 1000附近に過したときTH性加

A 2gに水 1ccを加えてとかしたm紋を加えたのち

160-700■で5時(tT仙1熱投Ylす る.反応約7枚氷水巾

に注ぎ,生成した少爪の沈き別.t前作JRと州 こ三II排して

泊去したのち紐状を相性として,えられT=7f･]色hfl代物

を etherにTTLiL,水払 脱水L cthcrを氾 う.n品I

zeneから印紙を純返すと mp167.5､68.50の1.TT.他 針

状tJLhTtT10.4gをえた.

SubSt.3.L190rngFoundC46.12日 2.63

3.540mR C141.64 ､

C13HBO:Cll Cnlcd.C46.15日 2.37

C141.72

2.4-Dichlorophenol.i:り bis-(2′･hy(lroxy･3′,5'･

'dichlorophenyl)･methanc(ⅠⅤ).-2,LI･Dichloroph-

eno1llg,parafoTmLlltlchy(lclg, 氷耶 7cc及び氾

硫恨lccT._p氾じて60-700で4柑rJJJrlg.Am押する.つ

ぎに水を加えて水糸公訴mを行って未反応の 2,4･di-

chlorophenolを河IJlせしめ,班淡を cther抽tftし.

水洗,脱水ののち cthcrを氾い,bcnzcneからTTIJ糾

すると mp167一一680の1.TT.モ色針状緋JIJlllfJ,'ぇられる. 文

罷㌣)mp165-660. また djflCClatCは rnl)108-1090
のJp.胞 針状約.も11である.

このものはさきにITの分節でえT:化合物と氾槻して
I

も敵JIir̂'f下を示さずrL~一卜 化公物であることをWr.'認した.

Inig･(2･hy｡roxyphcnyl)-mcthanc-IV0.6gをctl-e;

100ccにとかした桁紋を, 紋作アンモニヤ 130cc

に金屑ナト.)ウム 0.8gをmした孤紺色m牧に徐 々

に摘下し,15分ののちに戊IL:紋のm糾也が丁度刑火

するまで粉末駐化アンモンTl･顧加する.つぎに三･:配で

田拝をつ けゞてアンモ二十をmJ'.Jkさせたのち江,Qして

班幻酸を加えて形作とし,cthcrrlを分IrtL,水戸は

RTに ethcrで抽11ル CthcrTlを合して水沈,I-e=刑で

脱水L cthcrを氾う.つぎに C1TloroTorm,'E･hcxanc

氾紋から朽鮒を繰返すと mp117-180の1.qt色針状純

斤t､をえた.文献･5)には mpl18-19C とあり口的物に

和迩ない.

Subst.4.018mgFoundC78.10H 6.25

Cl1Hl202 Calcd.C77.98H 6.04

1,1･Bis･(3′･methoxy･4′,6′-dichloropheny7)､2.2,
2･trichlro,oethane(Ⅴ)一拍水クロラール8gと的硫懲
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120ccの氾紋を水冷(0-50)投拝しつ ,ゝ2,4･dichlorol

anisole16gを徐々章こ添加したのち10-200で6時間

班打をつ けゞる.その後氷水中に注ぎ沈放物を ether

に浴して水洗,脱水後 etherを追 う.Ethanol,ace-

(oncL粒状から印紙すると 'mp161-620の1純色結晶

.8.0gをえた. Riemschneiderl):1600.

Subst.3･390mgFoundC39.90LH 2.33

Clr,tIJl011Cl7 Calcd.C39.71H 2.20

dichTorocthylene(VI)-V0.3gを5%酒相加里20cc

･と州 こ1時間お節したのち,水を加えて生成した沈澱

をは処し,cthanolから再結するとmp154T550のJ燕

色S.fiI171をえた.Riemsclmeiderl):mp1570.

Subst.3.450mg FoundC42.71H 2.46

C1ClT100･lC16 Calcd.C42.95H 2.20

Bis-(3･hydroxy14,6-dichlorophenyl)･methane

(ⅤⅠⅠ)-V4.5gを dietIlyleneg】yco160ccにとかし,

相性加印.6gに水 3ccを加えてとかした特攻を加えて

160っ･700で6時間加熱把持する. 冷後氷中に注ぎ少

mの不榊 勿は活性炭と共に煮抑して泣過して除き,疏

懲々性とする･用褐色油状物が沈降するからC,therで

仙川し水防.脱水したのち etherを追 う.Benzene

からT%lJlを繰返すと mp152.5-53.50のプ純色プ.)ズ

ム状糾IVJをえた.収妃 1.5g.

Subst.7.387mgFoundC46.12H 2.67

C】31hO2Cl4 Calcd.C46.15H 2.37

VIIの脱粒熟 こよる bis-(31hydroxyphenyl)･me-

thanc-VII0.7gをetherlOOccにとかし,攻究150

ccに企わけ ト･)ウム0.8gをとかした孤紺色紋に徐々

･に蛸下する.次に反応紋の紺色が消失するまで艶化ア

シモン粉末を加え,宅配でアンモニヤを和放させる.

氾FLI酸rl･加えて酸性とL eth占r抽出を行い水洗,脱

水ののち cthcrを追 う.Cllloroforふ,n-hexaneの

氾紋か6771一紙するとinp96-970の無色鱗片状結晶を

えた.収托 0.2g.

Subst.4.005mgFoundC78.04H 6.25

'･ cI3tll･102 Calcd.C77.98H 6.04

Nitrobcn之eneよりbis-(3-hydroxyphenyl)一mel

.thane-Nitrobcnzene150gと37% forma一in150g

の氾牧を水冷振iAL〆っゝ 氾硫敢500ccを徐々に添加し

たのち40-500に一週間放但する.つぎにこれを氷水

･中に注ぎ水茶気蒸軌 こ附して未反応の nitrobenzerfe

を除くとフラスコ内に結晶を生ずる.これを姐災し氷

雨."I･'から巧拙すると徽式色鱗片状の bis･(3･nitrophe･

nyl)･melhaneの結晶 11gをえた.mp173.文献8):

1740.

出化耶1錫100gと潰脱髄 1009Cの梶牧を水冷挺坪

334
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しっ 上ゝの化合物8gを99%酒折100ccに浴したもの

を滴下する.その後4時聞煮沸潰押したのち放冷し氷

水中に注ぐ. 苛性ソーダ紋で アルカ.)性としたのち

etherで抽出し水汲,､脱水ののちetherを追 う.Bis･

(3･aminophenyl)一methaneの結晶は析出しにくいの

でこのま 次ゝの反応に位FfJした∴なお diacctateは水,

ethanol況紋から再結するとmp190-910の畑色紙ITLTJ

である.文献9)mp1930.

上の粗製晶4gを稀硫俄にとかして水冷批押しつゝ

茄硝懲ソーダ3gの水浴紋を徐々に加えてヂアゾニワ

ム塩と′し,これに水系気を通人して加水分解すると赤
褐色半油状物を生ずる. このものを etherで拙出し,

水洗,脱水したのちetherを追 う.つぎに chloroform.

n-hexane混級から行結する車1純色矧 T･状の b.'S-(3･

hydroxyphenyl)-methaneの結品がえられた･mp96

-970,収fa0.3g.

このものはさきに ⅤⅠⅠの脱塩素でえた化合物と氾

徹して配点降下を示さないから同⊥化合痴こrn]述いな

rいp

終りに臨み本研究を行 うに当り終始御恩切な御田村

恥鞭位を賜ったiV.lt大野両教授に厚く御礼申上げま

す.
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Tt6sum6

In arecentpaper,Riemschneiderobtaineda

compound(A),mp.1540,bymethylating con･

densation productof 2,4-dichTorophenol with

chloralandAcompound(B),mp･キ600,bi･con･
densing 2,4･dichloroanis｡le witllChわral. He

proposed(1)thesetwowerestereoisomerof1,

1-his-(2′-methoxy･3′,5'･dichlorophcnyl).-2,a2ltri･
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ch10roethaneTegull;ng from therestr;ctedr叫 ･

lionofbenzener;ngS,and(2)thecorrcspondin占

dichl.oroethy]cnccornpoun(l9 (mp･･1660Ilnd1570)

were.'LIsothes･lrnCtypeStCrCOisomcr9･

IL･Thisstudywasundertaken to ascertain the

･aboveresultzlndobtainedthe Eol]owing conclu-

sion. ToamiⅩtllreOfabove1,1･bis-(Ⅹ′･me･

thoxy･y′,之′･dichlorophenyl)･2,2,2ltrichloro･

ethane.anddiethyleneglycolwasaddedtaconcd･

potassium hydrox王deso一ution. The､mixturewas

reEldⅩedat160-70Ofor5hourstoob.一ainb王S･(Ⅹ-hy･

droxy-y,2:･dichloropheny7)-nlethane(C),mp.167.5

･8.50,fromA throughhydrolysis,decarboxylation

andfollowingdemethylation.CompoundC was

notidenticaltothecorresponding,methane(D),
mp.152.5･3.50,obta王ne(Ifrom Ii. CompoundC

wasa一so obtained bycondensing2,4-d王chloro･

phenolwith par:Iformaldehydc. ThiSWasdc･

chlorinated to bis･(2･hydroxyphenyl)Imethane

withsodiuminliquidammonia. Fromlheabove,
itisconfirmedthatthestructureofAis1.1･bis-

(2'･methoxy-3′,5′･dichlorophenyl)･2,2,2-trichlo-

roethnne.

Howevcr,S王ncccompoundD wasdechlorinated

to bis･(Ⅹ･hỳ1roxyphcnyl)･methane,_mp･9I6-7.0,

which wasidentiric(1a9biS･(3･hydroxyph/enyl)-

mcthtLnC Ilerive(1from bis･(3･nitrophenyl)･rpe-

thnnc.thc､structureoEBshouldbe1,1･bis･(3′-_me-

thoxyl4',6'･dichlorophenyl)I2,2,2Itrichloroethanei.

From thcscitisconcludedthatAandB.arenPt

stereoisomers,butpositionalisomersoftwoben･

generingsandthattllCCOrrCSpPndingl･1･bis･(me-
thoxydichlorophenyl)二2,2～(lichlorocthylenes are

alsopositionalisomers,butnotstcrcoisomers.

cl OCEh OtffTンC 1＼̀ /

･二.-C･トこノ
clJ c1- ＼cl

(A)

CI Cl
/ ＼ ･

c1-.gce+ 訂 く∋ ~cl
/ ＼

OCrh
(B)

Exllm王nationahotltIIecrcASCOf d̂llerCdLinttanc8nllilSEEL-cc一toTn声CCtSTnjut･iou8tO

StorctlCcrctLIs. EffectofLindancAerosoltoInsectslnjur王oustoStore(1Ccre.113.lII

Motoi.In° (FoodAgencyoftheMinistryofAgricultureand Forestry,)ttndShir° K r̂r･quŷ

(Shiba High School)ReceivedApril13,1957.BolytL･KqguL･tL22,235,1957,(withEnglish

resume,240). `

42. 附着 L王mlancの経時変化 とその殺虫効果に関する研究 Lind.lnCaCrOSOlの貯攻;!拙 に

対する防徐効只 那3拓王 伊田 兆(企和庁),肪用志朗 (芝市等学校)32.4.13受FJ!

突IT]11印及び実験左内に於いて Lindaneをくん煙した勘合の附祈 Lindaneす花のTrE城を火刑し,班

存 Lindanemを求める実験式 R-ac-ktをiTJた.この式,i:りコクゾウが4口Fl'Jで100,Qi致死する附

邪 Lindaneゴitを推定すると 0.006Y/95cm℡となる｡又合印円で ･15g/1000尺コの Lin(lLtnC をくん

煙した場合の床及び壁両の防放出有効 Lindane

なる.

Lindame の殺虫効果については従来速効性であっ

て,効果の存続性は余りJmL粗目来ないものとされてい

た. しかしTllJ印した∧rf者等の火的糾爪l･eJはいずれも

従来言われていたことに反し,'長川悶防殺dl効只を-If

していることを示した.73【火別TLi允糊伽ItにtLRFT]せら

れているく/I,苅弧訊,クロールピク■リン,メチルブロ

マイド̂uT･は殺山効力を-相似こ発rIル,班効性がない

ため,く/I/苅絞粒日時を純過すると.乃川内はTF5び貯

惣凹dlの披Vを受けることになる.したがってこれ等

の勝一訂Tを班mLt:糊合はくん邦を繰返し実施する必要

を生じる.しかし柁空地,'L'紬 のみか●,その設塀の食

虫保有日数を求めると床両 125日,哩而110口と

味を苦るしく告するのでF(rLrllのく/I,瀬を行い.完全に

穀mをITf虫の陀n(よりまもろことは不吋伐 であ る.

Lindnnc のく/し畑Tl･rJつた叫合はArt=-打等の実験紙只

より明かな如く,犬川柁田内のTmでは繰返し行っても,

_食味を告することがなく,かつ極めて安価半にすむ｡

したがって企粒合印の防殺虫法として Lindaneのく

-ん煙は最良のものと考えられる.しかし殺虫効果の持

瀕食粒庁の調査によると凸川内牢研1000尺3(27.82

m3)をクロールビクT)ンでくん琴した場合は244円

で,Lindaneくん矧 ま107rT]の経兜を要す｡3)
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